
仙台市地域公共交通計画
〜評価指標の状況等について〜
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【基本方針１】バス幹線区間、バス準幹線区間、フィーダー区間を運⾏するバスの利⽤者数

【考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２

年度に一度大きく減少したがコロナ禍の収束にあわ
せて利用者数が回復。八木山ラインにおけるダイヤ
調整や統合時刻表等の取組による利便性向上により、
利用者数の増加に寄与。
令和８年度目標値に向け、引き続き地域公共交通

計画に位置付けた各種取組を継続するとともに、バ
ス事業者や関係団体等と連携し推進していく必要が
ある。

【代表的な取組内容】
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【基本方針３】地域交通利⽤者数（試験運⾏等を含む）

【考察】
令和5年度の全体利用者数は、昨年度に近い利用者

数で推移し、地域住⺠の買い物や通院等のための移
動の⾜として継続的に市⺠生活を支えている。
令和6年9月に六郷東部地区、令和6年10月に田子･

余目地区、岡田･鶴巻地区、令和6年11月に郡山･八本
松地区の試験運行を開始しており、市全体における
地域交通の利用者数の増加が見込まれる。
現在、市内９地区で地域交通が導入され、市⺠の

持続可能な移動手段の確保に向け様々な課題が浮き
彫りになってきている中、地域交通を含めた本市の
方針や取り組みの進め方、対象エリア、サービスレ
ベル等について検討が必要となっている。また、各
地区とも新規利用者の発掘や乗合率の向上に向けた
周知･広報等、地域交通の利用促進への取り組みの継
続が重要である。

【代表的な取組内容】

令和5年４月〜 本格運行開始
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【基本方針４】都⼼における公共交通利⽤者数

【考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２

年度に一度大きく減少したがコロナ禍の収束にあわ
せて利用者数が回復。仙台都心循環線の新設やチラ
シ、ポスターの配布、都心バス均一運賃制度等の公
共交通を利用した都心の回遊の促進などの施策によ
り都心における公共交通利用者数（路線バス）の増
加に寄与。
今後も様々な取組を継続、実施するとともに、都

心内の路線バスの使われ方、ターゲットについて検
証を行い、都心内の路線バスの更なる利用促進を推
進していく必要がある。

【代表的な取組内容】
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【基本方針５】せんだい市バス・地下鉄ナビアクセス件数

【考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年度
に一度大きく減少したがコロナ禍の収束にあわせて利用
者数が回復しており、アクセス件数は利用者数と相関関
係にあると考えられる。引き続き、令和８年度の目標値
に向け、モビリティ・マネジメント等の取り組みにより
利用者の増加を図るとともに市バス・地下鉄ナビの周知
を行っていく。

【代表的な取組内容】
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【考察】
路線バス、鉄道、地域交通の利用者満⾜度は路線バ
スの減便や地下鉄のダイヤ改正等の影響もあり、いず
れも低下しているものの平成30年度以前に実施してい
た公共交通に対する市⺠満⾜度調査の結果を上回る傾
向にある。
具体には「鉄道は時間に正確で、乗り心地も良い」
や「120円パッ区はありがたい」というご意見がある
一方で「地下鉄のダイヤ改正で混むようになった」や
「駅の案内図を改善してほしい」、「路線バスの便数
が少ない」、「路線バスが定刻通りに来ない」とのご
意見も頂いていることから、引き続き、都心バス均一
運賃制度の周知広報や乗り継ぎガイド・動画作成、八
木山ライン以外でのダイヤ調整によるバス待ち時間短
縮する取組等を推進していく必要がある。

【目標】公共交通利⽤者満⾜度

【代表的な取組内容】
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